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１．調査の目的

教科に関する調査（国語，数学）

令和３年度全国学力・学習状況調査における

中学校の結果分析と今後の取組について

　文部科学省による「全国学力・学習状況調査」について、令和３年５月２７日（木）に、３年生を対象として、「教科（国語、数

学）に関する調査」と「生徒質問紙調査」を実施いたしました。

　この度、本年度の調査結果を分析し、今後の取組についてまとめましたので、お知らせいたします。

　学校の現状を知っていただくとともに、ご家庭での取組の参考にしていただきたいと思います。

　なお、本調査により測定できるのは、学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面に過ぎません。本校で

は、他の教科等も含め、総合的に学力向上を目指しています。

⑴　義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を

　把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。

⑵　学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

⑶　そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

２．調査内容

①身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において不可欠であり常に活
用できるようになっていることが望ましい知識・技能等
②知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て実践し、評価・改善
する力等に関わる内容

※調査では、上記①と②を一体的に問うこととする。

生徒質問紙調査



平均正答数 平均正答率 平均正答数 平均正答率

8.8 63 8.8 55

9.0 65 9.1 57

　　①　教科に関する取組

　　②　家庭生活習慣等に関する取組

２一　　意見文の下書きを直した意図として適切なものを選択する
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国語 数学

　⑴　全国・本市の学力調査（国語，数学）の結果

４三　「行く」を適切な敬語に書き直し、その敬語の種類として適切なものを選択する

国語

全体的な
傾向や特徴など

数学

全国平均正答率との比較

３．教科に関する調査結果の概要

下回っている

努力が必要な問題

よくできた問題

　「読むこと」、「読む能力」が全国平均に比べ低い結果が出ている。そのほかの内容に関
しては全国平均より下回っているが、それほどの開きはない状況である。

　⑵　本校の学力調査結果の分析

　家庭学習の時間が大幅に少ないことが結果として出ているため、宿題や課題を取り組みやすい内容にしていく工夫が必要
である。また、テレビゲームやスマートフォンの利用時間も多いため、啓発のための授業や通信等で生徒・保護者に周知して
いく。普段から時間やマナーを守ることを徹底していくことで、生活習慣の改善を図っていく。

質問紙調査の結果分析

　学習習慣が身についていないことが顕著である。平日においては１時
間以上勉強している生徒の割合は49.3で、休日２時間以上勉強してい
る割合は26.9と全国平均と比べて大幅に低い値である。家庭で学習す
る環境が整っていないことにも起因するが、一方で「授業は、自分に
あった教え方、教材、学習時間などになっているか」の回答は59.7という
全国平均よりも約15ポイント低いため、教師側の授業改善も図っていか
なければならないと思われる。学力が身についていないため、自尊感情
が低く、「将来の夢や目標を持っていますか」の回答は47.8と全国平均
よりも20ポイント低い結果が出ている。

　国語に関しては、現在、朝自習でコラムの視写を行い、その文章の感想を書く学習を取り組んでいるので、継続して力をつ
けていく。また、数学は図形の証明問題および記述問題が極端に低い値で、普段の授業から書く活動、説明する力をつける
ための話し合いなど多く取り入れていく。

５．調査結果から明らかになった、課題解決のための重点的な取組

４．学校での学習活動、家庭での生活習慣等に関する質問紙調査結果の概要

全国平均正答率との比較

下回っている

７（１）　与えられた表やグラフから、砂の重さが７５ｇのときに、砂が落ちきるまでの時間が36.0秒であったことを表す
点を求める

全体的な
傾向や特徴など

努力が必要な問題

よくできた問題

　図形の分野が極端に正答率が悪く、中でも見方・考え方の観点が大変低い。そして、記
述式の問題形式に限らず、選択式、短答式でも全国平均に比べ１７ポイントほど低いた
め、数学に関して苦手意識を持っている生徒の割合が非常に高い。

９（２）　錯角が等しくなることについて、根拠となる直線FEと直線BCの関係を、記号を用いて表す
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